
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立指扇中学校 ）     学校番号 ２３０                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 生徒の望ましい成長を支援する学校        

          

重 点 目 標 

１ 基礎基本を定着させる学習指導の工夫改善 
２ 地域と連携した教育活動の推進 
３ 魅力ある学校づくりの推進 
４ 機動力のある教職員組織の構築 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 
  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査や市学習状況

調査結果では、国語・数学において

は、ほぼ市平均と同程度であったが、

ＩＣＴの活用においては、自らの考え

を表現する活用に課題がある。 

○ＩＣＴに詳しい教員が多く、エヴァン

ジェリストを中心に「ＧＩＧＡスクー

ル構想」を推進している。 

〈課題〉 

○各教科において、学びの動機付けを図

ることを通して、学習への意欲を高

め、基礎基本を確実に定着させるこ

とが必要である。 

○生徒の学習

意欲の向上

及び基礎学

力の定着 

 

 

 

①授業において、自分の考えを

まとめ、表現（発表）する場

面を単元に位置付ける。 

②自分で学習を進めていく習慣

を身に付けるために、長期休

業中だけでなく、定期的な家

庭への持ち帰りによる家庭学

習利用を実施する。 

①市の学習状況調査において、

学習意欲に関する項目の数値

が、市の平均を上回ったか。 

②各教科において、自分の考え

をまとめ、表現（発表）でき

る時間を意図的・計画的に確

保できたか。 

①「学びの動機付け」を重視し、自

らの考えを表現する場面を設ける

ことにより、意見交流の機会が増

加した。 

②「学びの指標アンケート」の２回

目の調査において、ICT の活用に

関する項目で、他の項目と比べ

て、校内平均値がアップした。 

Ｂ 

①授業における対話的な場面

を継続するとともに、根拠

に基づいて自分の考えをま

とめられるように支援して

いく。 

②自らの理解を他者に表現を

工夫し、真の理解に繋げら

れるようにする。 
 

・タブレットを有効活用

するほど学力が下がる

といった分析結果もあ

るため、ICT の影の部

分も理解し、対面での

活動を大切にしていく

ことも併せて取り組ん

でほしい。 

・体験的な学習も大切に

する計画を意図的に計

画していくとよい。 

・優れた技術を持ってい

る教員から学ぶ機会

は、これからも継続さ

れるとよい。 

○一人１台端

末のさらな

る活用 

 

 

 

①エヴァンジェリストによる

「ＧＩＧＡスクール構想」に

基づく、ＩＣＴ活用の情報共

有の研修を実施する。 

②各教科において、一人１台端

末の効果的な活用について実

践を進める。 

①校内研修等において、実践事

例についての情報共有ができ

たか。 

②各教科において、一人１台端

末の活用の機会を増やすこと

ができたか。 

①学校課題研究の取り組みとして、

校内公開授業週間を実施し、具体

的な授業場面での活用について研

修を深めることができた。 

②授業だけでなく、各委員会や係活

動等での活用を進め、生徒にとっ

て必要なツールとなりつつある。 

Ａ 

①「学びの動機付け」と「真の

理解」を本校の学校課題研究

の重点と捉え、実践を通しな

がら課題を発見し、方策を見

出していく。 

②今後においても、日常的な持

ち帰りを実施し、学習ツール

としての活用機会を設ける。 
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〈現状〉 

○指扇北小と連携して、小中合同の学校

運営協議会を実施している。学校運営

協議会では、育成したい生徒像等につ

いて熟議を重ね、「郷土愛」をテーマ

にしていくということを確認した。 

○指扇地区は、地域との繋がりや協力体

制が既に確立されている。 

〈課題〉 

○地域の協力のもと、保護者への周知・

理解・協力を深めていく必要がある。 

○地域行事等

への参加や

学校行事の

公開を通し

た地域との

さらなる交

流・連携 

①地域行事への参加および地域

と連携した学校行事の推進に

より、地域の教育力が効果的

に発揮され、活かされるよう

にする。 

②学校行事の地域への公開によ

り、生徒や保護者の様子を把

握できるようにする。 

①小中合同学校運営協議会を学

期１回・年３回実施すること

ができ、委員からの意見を熟

議したり、来年度に向けての

要望・評価について話し合っ

たりすることができたか。 

②地域行事及び地域と連携した

学校行事に積極的に参加する

ことができたか。 

①年３回の実施とともに、本校にお

ける具体的な課題について、協議

することができ、Sola ルーム見守

りボランティア募集の協力を頂く

ことができた。 

②地域行事の開催会場として協力し

たり、合唱コンクールの公開や社

協の協力による福祉授業を実施し

たりと、地域との連携が図れた。 

Ｂ 

①毎年８月中旬に行われる地域

行事「指扇まつり」におい

て、吹奏楽部の練習日程の調

整について、教職員と保護者

の理解と協力体制を図る。 

②来年度以降の生徒数増や授業

時数の確保に伴い、行事の削

減、行い方の工夫といった精

選を行っていく。 

 

・地域が主体となって取

り組めることを考えて

いきたい。そのことで

少しでも、教員の業務

が増えることを減らし

ていきたい。 

・ SSN のしくみづくり

（防災をテーマにする

と地域と連携）を作れ

るとよい。 

○学校運営協

議会につい

ての広報 

①学校だよりやホームページの

校長だより等で生徒の活動、

学校の取組、学校運営協議会

の様子等を紹介する。 

①学校評価の保護者アンケート

において、学校からの情報発

信に関する項目の数値が、前

年度より高まったか。 

①本年度より、スクリレの導入よ

り、各学年でお知らせを配信でき

るようになり、手紙よりも確実に

保護者に伝わるようになった。 

Ｂ 

①学校として、学年としての情

報発信のねらいや目的の違い

が分かるように、提供する情

報の視点を工夫していく。 
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〈現状〉 

○「清潔感・季節感・彩りのある学校」

を目指し、様々な手法を使って取り組

んでいる。 

○学校課題研究「さいたまＳＤＧｓ教

育」の初年度にあたり、研究内容の共

通理解を図り、本校ならではの取組と

なるよう研究を推進している。 

〈課題〉 

○「さいたまＳＤＧｓ教育」の研究で

は、学びの動機付けに基づく、研究を

軸に進めていく必要がある。 

○校内外の環

境整備の充

実 

①教職員や掲示委員会や環境委

員会の生徒と共に、委員会の

活動時間を活用しながら、校

内掲示や環境整備を行う。 

①学校評価の保護者アンケート

において、学校への信頼に関

する項目の数値が、前年度よ

り高まったか。 

①工事により緑化活動が思うように

できなかったが、環境委員会によ

る落ち葉掃きといったできること

を工夫して取り組んだ。 

Ｂ 

①学校研究課題の柱ＳＤＧｓと

の関連を図った委員会活動の

充実に向けて、生徒が主体と

なった活動を展開する。 

 

・学校課題研究の取り組

みの中に、地域の問題

点も取り上げ、生徒と

地域で取り組めること

を考えてみてはどう

か。地域とのつながり

との関連も持てる。特

に、防災教育は大切に

してほしい。特に中学

生は力になる。 

○「さいたま

ＳＤＧｓ教

育」の研究

による学び

の実現 

①「ＥＳＤ」の取組による、生

徒の自発的、自主的な活動に

なるように、理論研修を進め

ていく。 

②「指扇ＳＤＧｓ」の取組を軸

にしながら、生徒会が発信源

となり、指中生徒への意識付

けにつなげていく。 

①「ＥＳＤ」実施後の生徒アン

ケートにおいて、様々な取組

を行うことができたという割

合が、全体の８割程度となっ

たか。 

②「指扇ＳＤＧｓ」と関連付け

て、授業を実施し、研究を進

めることができたか。 

①理論研修を中心に、本年度は組織

づくりに時間をかけ、アンケート

による生徒の意識調査や実践教科

等の絞り込みができた。 

②委員会活動と連携させることで、

「ＥＳＤ教育」の目的に迫れるた

めに、既存の「指扇ＳＤＧｓ」の

見直しを行った。 

Ｂ 

①教職員と生徒が共にＳＤＧｓ

の理解を深められるように、

授業実践を通して、研修が深

められるようにする。 

①各委員会で６月ごろ目途にア

ンケート調査を実施し、進捗

状況を把握し、方策を練って

いく。 
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〈現状〉 

○服務についての意識は比較的高く、業

務に対して誠実に取り組んでいる。 

○時事的な教育課題に対応するため、校

内研修等で情報共有を行っている。 

〈課題〉 

○職員の年齢層が若く、計画的に資質向

上を行っていく必要がある。 

○指導力及び

資質向上の

ための研修

の充実 

 

 

 

①職員会議や職員集会を活用し

て、校長からの情報の伝達を

こまめに行う。 

②教頭・教務主任を中心に、研

究主任・生徒指導主任・教育

相談主任等による、５年経験

者未満の教職員への研修会を

開催する。 

①全教職員が自分事として捉

え、情報を共有し、以後の教

育活動に生かすことができた

か。 

②授業改善や指導力向上の視点

で捉え、意欲的に参加するこ

とができたか。 

①個人情報の取扱について特に力を

入れて、教頭を中心に機会を捉え

て研修を実施して、周知徹底を図

った。 

②昨年度の市学習状況調査の結果を

基に、本校の研究課題のキーワー

ド「学びの動機付け」を意識し

て、授業改善を進めた。 

Ａ 

①服務については、引き続き、

年間を通じて、必要性を感じ

られるように、時期や内容を

考えて実施していく。 

②教職員の授業力や資質の向上

に向けて、教頭・教務と連携

して、年間を通して計画的に

実施していく。 

 

・教職員間の報告連絡相

談見届け確認を一層大

切にしてほしい。 

・経験年数の若い教員の

育成は特に大切に実施

していってほしい。 



 


